
近畿地方小委員会の概要と意見

□開催日時

平成２６年３月５日（水）1０:０0 ～ 1１:０0

□場所

□対象事業

・一般国道４2号（近畿自動車道紀勢線） すさみ串本道路

□場所

近畿地方整備局 新館 ３階 A会議室

□委員名簿

□議事概要（各委員からの意見）

【一般国道４2号（近畿自動車道紀勢線） すさみ串本道路】

・南海トラフ巨大地震等の災害時において、いのちを守る道路として
緊急性が極めて高い道路。
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・津波発生時などに緊急的な避難場所としての効果も大きい。完成ま
での間も、避難場所として活用できる様、工事の順番を工夫すべき。

・和歌山県は、高齢化率の高い地域であり、福祉や医療水準を上げて
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  福井大学大学院工学研究科　准教授 ○

いくためにも、この道路の効果は非常に高い。

・大阪、和歌山の中心市街地からも遠い地理的な問題がある中で、高
齢化をどう食い止め、若者が帰って来てくれるのか、地域の活性化
のためにも道路が必要。
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・高速道路整備と合わせて、高台移転など新たな街づくり、災害後の
復興を行っていく上で、重要な道路。

・津波高は確保されているが、山岳地域を通過することから、法面崩
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落、土砂災害、地震の揺れ等によって、通行出来ない様なことにな
らないよう、構造に配慮して整備すべき。

・大阪都市圏、中部都市圏と繋がる近畿全体の広域ネットワークとし
ても重要な路線。
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（敬称略、五十音順）

・高速ネットワークは、繋がってこそ意味がある。紀勢線全体に対し
て効果を期待しており、残る区間の早期完成に向けて努力すべき。

□結論

一般国道４2号

の新規事業化については妥当である。

（近畿自動車道紀勢線） すさみ串本道路


